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第 3 回教育研究評議会議事要録

１ 日 時 平成 18 年 6 月 21 日（水） 13:10～15:25 
２ 場 所 本部棟 2 階 「特別会議室」

３ 出席者 17 人（別紙名簿のとおり）

４ 議 題

(1) 教職大学院設置年度の変更に伴う措置について

学長（改革推進委員会委員長）から，資料１及び参考資料１に基づき，教職大

学院設置年度の変更及びそれに伴う措置について説明があり，審議の結果，次の

とおり承認した。

① 本学の教職大学院設置年度を平成 19 年度から平成 20 年度以降に変更す

る。 
② 教職大学院に移行予定であった「学校改善コース」及び「授業開発コース」

を既存の修士課程に戻す。 
③ 教育臨床コースのうち生徒指導分野を，新たに「生徒指導コース」として

平成 19 年度に設置する。

学長から，議題(1)と関連することから，進行上，報告事項(1)を先に報告する

旨の説明があった。

報告事項(1) 「大学院学校教育研究科障害児教育専攻の名称変更について」

学長（改革推進委員会委員長）から，文部科学省への事前相談に対する了承が

得られたため，平成 19 年度より「障害児教育専攻」を「特別支援教育専攻」に

名称変更することについて報告があった。

(2) 平成 17 年度業務実績報告書について

学長（評価委員会委員長）から，資料２に基づき，国立大学法人評価委員会に

提出する業務実績報告書の原案について説明があり，審議の結果，原案どおり承

認した。

なお，国立大学法人評価委員会に提出するまでに文言の一部修正等の必要が生

じた場合は，学長に一任することとした。

また，本議題は第 2 回経営協議会にも諮る予定である旨の説明があった。
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(3) 平成 18 年度年度計画に係る実施計画について

学長，田中理事，村田理事及び中川理事から，資料３及び参考資料２に基づき，

平成 18 年度年度計画を実施する際の実施計画等について説明があり，審議の結

果，原案どおり承認した。

なお，今後，文言の一部修正等の必要がある場合については，学長に一任する

こととした。

また，本議題は第 2 回経営協議会にも諮る予定である旨の説明があった。

(4) 教員教育国際協力センター外国人客員研究員の選考について

村田理事（教員教育国際協力センター運営委員会委員長）から，資料４に基づ

き，教員教育国際協力センター外国人客員研究員の選考経過について説明があり，

審議の結果，オサキ カラフンジャ ムランガ氏（タンザニア共和国）を採用す

ることを承認した。

５ 報告事項

(2)人事委員会報告について

①自然系（数学）教育講座代数学担当教授又は助教授の採用に係る教員選考

委員会の設置について

田中理事（人事委員会委員長）から，口頭により，前回の教育研究評議会

で教員選考の開始が承認された自然系（数学）教育講座代数学担当教授又は

助教授の採用に係る教員選考委員会を設置し，次のとおり委員を選出した旨

の報告があった。

○ 委員会要項第 2 条第 1 号委員 草下 實委員，渡邉 廣二委員

○ 委員会要項第 2 条第２号委員 齋藤 昇教授

○ 委員会要項第 2 条第３号委員 木内 陽一教授，松原 一義教授

成川 公昭教授（主査），清水 宏次教授

②自然系（数学）教育講座数学教育担当助教授又は講師の採用に係る教員選

考委員会の設置について

田中理事（人事委員会委員長）から，口頭により，前回の教育研究評議会

で教員選考の開始が承認された自然系（数学）教育講座数学教育担当助教授

又は講師の採用に係る教員選考委員会を設置し，次のとおり委員を選出した

旨の報告があった。

○ 委員会要項第 2 条第 1 号委員 齋藤 昇委員，西村 宏委員

○ 委員会要項第 2 条第２号委員 松岡 隆教授（主査）
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○ 委員会要項第 2 条第３号委員 佐竹 勝利教授，今倉 康宏教授

梅澤 実教授，秋田 美代助教授

(3)平成 18 年度「資質の高い教員養成推進プログラム」の応募について

学長から，資料５に基づき，平成 18 年度「資質の高い教員養成推進プログラ

ム」に教育プロジェクト名称を「学校活性化支援を取り入れた大学院教員養成

－大学の授業と教育現場の往還を通して－」として応募したことについて報告

があった。

(4)平成 18 年度拠点システム構築事業「国際教育協力イニシアティブ」について

村田理事から，口頭により，文部科学省の事業である平成 18 年度拠点システ

ム構築事業「国際教育協力イニシアティブ」について「(1)我が国の国際教育協

力の質の向上を目的とした活動」のうち，「②サブサハラアフリカ諸国の教育改

善」に応募し，次のとおり選定された旨の報告があった。

代表者：小澤 大成助教授

活動テーマ：授業を中心とした校内研修の導入による初中等教育の質的向上

活動予定期間：平成 18 年度～平成 20 年度

(5) 各種会議報告について

① 平成 18 年度春季中国・四国地区国立大学長会議(5/12) 
学長から，資料６に基づき，同会議の概要について報告があった。

② 第 39 回四国国立大学協議会(5/22) 
学長から，資料６－２に基づき，同協議会の概要について報告があった。

③ 社団法人国立大学協会第 7 回通常総会(6/13) 
学長から，資料６－３に基づき，同総会の概要について報告があった。

④ 平成 18 年度全国国立教育系大学学長・事務局長会議(6/14) 
学長から，資料６－４に基づき，同会議の概要について報告があった。

⑤ 国立大学法人学長・大学共同利用機関法人機構長等会議(6/14) 
中川理事から，資料６－５に基づき，同会議の概要について報告があった。

○ 次回の定例教育研究評議会は，7 月 12 日（水）13 時 10 分から開催すること

とした。


